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ソフトウェア、サポート サービス、ト
レーニング、カスタマイズ、モジュ
ール性など、 オープンソース
ビジネスモデルのさまざまな
コンポーネントが、マイクログリッ
ドのイノベーションと最適化を可
能にします。

業界の既存企業からの抵抗は、 オー
プンソース プログラムへの
参加と、セキュリティ上の懸
念に対処するための教育によ
って対処されるべきでしょう。

オープンソースはマイ
クログリッドの設計と
市場投入までの時間
を短縮し、 モジュール性、
効率性、オープンデータ共有
を向上させます。

時代遅れで、細分化され、集中化
されたグリッドインフラに有利なエ
ネルギー規制を改革するためには
協力的で一貫性のある政
策決定が必要です。

標準に関するコンセンサスを推進し
透明性のあるコラボレーションを促進
することで、 オープンソースは
マイクログリッドの相互運
用性と標準化を向上させる
ことができます。

教育、コミュニティへのア
クセス、スキル開発に重点を
置くことで、技術的な採用に対する
抵抗や技術格差を減らすことがで
きます。

電力会社から政府、コミュニティに至
るまで、多様なステークホルダーのグ
ループは、 マイクログリッドの
ランドスケープを共同で構
築するための中央ハブを必要
としています。

OSSはマイクログリッドを     
民主化し、標準化し、よ
り良く統合する可能性を持
っていますが、オープンソースの
マイクログリッド市場はまだ初
期段階にあります。

オープンソースは、オープンソース
対応のビジネスモデル、セキュリテ
ィ、人材パイプライン、コスト削減を
通じて、エネルギー レジリエ
ンスに向けた市場イノベ
ーションを大規模に可能
にします。

データの標準化、アプリケ
ーションのモジュール性、
コスト メリットの実証、市
場の調整は、マイクログリッドの
相互運用性の向上を支援します。

オープンソース モデルは参入
への経済的障壁を下げ、ベス
トプラクティス、設計、ツール
を共有することでマイクロ
グリッドへのアクセス
を向上させます。

データ共有、教育、目
標の調整は、マイクログ
リッドの採用において経済
的な障害と不確実性に直
面している既存のエネルギ
ー企業を支援します。


